
金
滞
古
政
志
巻
十

山
私
記
陀
は
、
小
立
野
波
北
町
寺
開
山
は
、
越
前
よ
り
涜
相
利
家
卿
召

巡
ら
れ
、
今
の
製
校
の
地
に
て
寺
地
主
賜
ひ
、
共
後
小
立
野
今
の
地

へ
跡
地
命
ぜ
ら
る
。
右
閉
山
住
持
利
家
卿
よ
り
隠
居
被
=仰
付
一
石
川

郡
白
山
比
隊
紳
祉
の
再
興
を
命
ぜ
ら
れ
J
臼
山
長
吏
屋
敷
後
四地
二
拾

聞
に
三
拾
五
問
之
隠
居
地
主
賜
は
り
、
袋
K
居
住
す
。
此
地
後
々
ま
で

放
措
寺
の
拝
領
地
に
て
、
白
山
長
吏
之
を
請
地
と
た
し
た
り
。
又
右

端情き
に
一
息
凶
方
政
治
寺
奔
仰
山
あ
り
。
白
山
釣
鏑
も
波
法
寺
隠
居

の
鋭
た
り
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
白
山
比
時
一
脚
枇
再
興
扇
州
制
袈
舎

に
、
越
前
図
足
南
郡
波
苅
寺
住
侶
安
養
坊
帥
聞
大
伶
都
昼
間
云

々
。
子
v

時
附
院
長
二
乙
酉
年
七
月
廿
八
日
於
一友
山
格
賜
大
善
光
寺
奥
院
-磐
v

之
。
と
見
b
、
叉
銃
銘
K
・
元
利
五
年
六
月
吉
田
波
地
奇
沙
門
法
印

昼
間
談
書
ν
之
。
と
あ
り
て
、
白
山
比
昨
紳
祉
の
再
興
主
命
ぜ
ら
れ
、
共

の
境
内
に
隠
居
し
け
る
は
‘
成
長
の
初
よ
り
元
和
年
中
の
頃
な
り
し

と
問
ゅ
。

笠

記

K
、
元
和
六
年
十
二
月
廿
四
日
の
夜
金
海
城
中
火

災
。
奴
年
務
年
頭
の
御
砲
に
滋
務
寺
法
印
登
城
し
、
御
道
具
の
儀
は

苦
し
か
ら
字
、
上
々
様
方
御
慈
柾
一
一品
一
御
座
-
俄
目
出
度
奉
v
杯
出
申
上
け

る
花
、
利
光
卿
人
も
扱
ぜ
字
、
道
具
の
儀
椛
ひ
な
し
。
何
よ
り
を
し

昔
物
は
・
共
方
よ
り
上
げ
た
る
火
防
の
札
共
残
ら
宇
焼
け
た
る
を
し

八
幡
山
首
之
御
事
京
而
就
=御
簿
-
申
上
候
。

一
、
利
家
械
御
代
償
御
本
丸
忙
御
安
也
被
ν
遊
候
由
。
共
時
分
年
放
委

納
者
不
ν
奉
ν
存
候
事
。

一
、
利
長
様
御
代
将
周
忌
由火
日
御
技
中

炎
上
仕
筒
、
利
長
級
穏
=
御
意
一

山
市
八
幡
宮
山
品
寺
h
被
ν
気
品巡
置
-
候
。
毎
歳
正
月
御
貧
前
御
鏡
餅
紳

酒
.
従
=御
城
-於包
子
今
-被
ν
遺
候
御
事
。

て
御
船
頭
及
早大
政
一
供
物
等
捧
可
ν
巾
桜
無
=
御
感
-
付
、
御
修
同
盟
之

出
附
巾
上
候
事。

右
之
通
御
座
候
。
以
上
。

延
貨
三
年
五
月
六
日

華

日

高

官

止

か

4

w抗
似
市

議
"

且
れ

波

『

玄百

寺

4リ

永

原

左

京

殿

十
二
冊
定
住
民
服
せ
た
る
山
来
性
に
は
・
延
資
年
中
よ
り
修
迎
被
己
仰

付
-と
あ
り
。
但
し
此
の
由
来
容
に
は
.
右
八
幡
宮
は
利
長
卿
御
代
金

問
御
城
に
御
{
古
川
血
被
遊
一苫
々
。
と
戦
せ
た
り
。
此
は
過
聞
な
る
べ

し
。=一
州
名
跡
誌
に
、
此
の
八
幡
宮
は
利
家
卿
の.時
按
中
に
安
皿
也
被
ν

成
皮
.
利
長
卿
御
代
智
大
陀
而

城
中
炎
上
の
時
分
、
波
渚
4
司
へ
被
ν

移
、
毎
年
鏡
餅
・
一
肺
酒
等
御
披
よ
り
御
備
相
成
。
枇
殴
大
政
に
相
成
、

金
海
古
政
志
品
位
十

/、

さ
よ
と
御
意
あ
れ
ば
、
定
め
て
御
身
桜
に
立
ち
た
る
成
る
べ
し
と
御

務
申
よ
け
れ
ば
・
左
も
あ
ら
ん
と
御
笑
被
ν
成
け
り
と
」
後
々
ま
で
も

巾
俳
へ
け
り
と
あ
り
。

。
渡
着
寺
観
音
堂

寺
紀
に
云
ム
。

開
蜘
妥
照
‘
越
前
図
波
治
寺
の
本
帯
十
一
面
観
音
を

同
閣
一
乗
谷
の
山
嶺
陀
安
置
し
、
白
山
の
本
地
仰
と
す
。
車
利
利
家

卿
金
保
入
披
の
後
、
本
第
の
趣
意
附
召
さ
れ
‘
益
照
を
召
寄
せ
ら
れ
、

横
山
た
街
門
の
第
地
陀
堂
字
を
建
立
し
、
元
利
五
年
今
の
地
へ
移
榔

再
迭
を
命
ぜ
ら
る
。
然
る
に
白
山
比
除
制
一時
興
の
命
を
絞
り
、
同
枇

境
内
K
於
て
別
に
第
地
主
賜
は
り
、
共
山
の
枇
殿
主
再
興
す
と
い
へ

り
。
按
宇
る
托
、
民
長
の
附
酬
は
白
山
長
吏
も
中
絶
し・

一
杭
殿
再
興
す

べ
き
術
一
泣
き
に
依
っ
て
・
昼
間
に
命
ぜ
ら
れ
た
る
な
る
べ
し
o
故
陀

利
家
卿

利
長
卿
在
判
の
再
興
奉
加
艇
も

波
渚
寺
に
仰
来
せ
し
を
‘

延
質
八
年
陀
綱
紀
卿
よ
り
命
に
依
っ
て
・
白
山
比
博
一
例
祉
の
長
吏
へ

競
り
渡
し
た
る
よ
し
・
長
吏
澄
意
が
低
記
花
見
ゅ
。

。
波
着
寺
八
幡
宮

此
の
八
慨
は
、
御
到
の
八
幡
と
い
へ
り
。
延
鈍
三
年
五
月
の
由
来
住

花
、
左
の
如
〈
記
放
し
・
山
総
あ
る
一
例
惚
也
。

延
資
年
中
よ
り
御
修
綬
有
』
之
。
と
見
h
た
り
。
雷
火
陀
て
城
中
炎
上

は
院
長
七
年
な
り
。
さ
て
右
八
幡
の
紳
仙聞は
、
明
治
二
年
榊
仰
旧
世
論

取
調
の
時
・
卯
辰
八
幡
宮
へ
合
例
制
成
り
た
り
。

O
寺
中
梅
本
院

民
安
二
年
三
月
寺
制
奉
行
へ
の
前
住
民
、
波
北
市
寺
之
寺
内
民
有
ν
之
梅

本
院
借
金
銀
穿
繋
の
事
見
b
.
六
月
+
七
日
苛
耐
奉
行
よ
り
の
建
容

K
.
波
箔
寺
地
内
梅
本
院
‘
御
分
図
早
々
立
退
候
線
、

蹴
被
信仰
渡
「

と
あ
り
て
、
此
の
時
副
市事
に
付
加
越
能
三
州
よ
り
追
放
を
命
ぜ
ら
れ
、

是
の
後
絶
え
た
り
け
ん
。
一
一
一ク
屋
版
六
用
銀
等
に
此
の
寺
中
を
記
紋

せ
宇
。

O
本
多
安
房
守
政
重
奮
第
博
話

可
視
小
段
陀
云
ふ
。
波
浩
寺
今
の
境
内
は
、
本
多
安
房
守
飾
復
の
時

の
居
第
也
。
か
き
あ
げ
も
共
の
時
の
ま
h

た
り
。
或
老
人
一
耳
ふ
。
房

州
始
め
て
包
地
へ
被
ν
参
た
る
時
の
屋
敷
也
。
然
る
に
幕
府
よ
り
微
妙

公
へ
鰍
間
五
ケ
僚
の
共
一
也
。
此
の
地
陀
取
出
を
鱗
へ
た
る
山
上
聞

に
達
し
た
り
と
の
事
ゆ
守
阜
、
波
式
市
寺
屋
敷
花
成
り
た
り
。
と
あ
り。

叉
今
枝
直
方
の
悦
平
K
は
.
小
立
野
波
形
寺
屋
敷
は
、
百
聞
凶
方
有
v

之
.
内
に
溢
者
入
込
有
ν
之
、
失
火
等
も
あ
れ
ば
、
詩
人
此
の
寺
不
v

占，、




